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荻野 景規

　石川県の地域住民の中で1,016人の閉経前女性と856人の閉経後女性を対象に，栄養・運動習慣

等の生活習慣と骨量との関連性について横断的研究を行った。1,872人の19歳から85歳までの女

性の踵骨骨量を超音波法により1995年から1996年にかけて測定した。本研究においては超音波法

骨量測定装置により算出されたstiffnessを骨量として解析した。骨折歴や既往歴，月経，出産

歴，食物摂取頻度，スポーツ歴・運動頻度，飲酒・喫煙歴に加え，20歳時の身長と体重，現存歯

数等を自記式のアンケート調査から得た。年齢と肥満度を考慮して，栄養・運動習慣等の生活習

慣の骨量への寄与度を評価するため，共分散分析と重回帰分析を行った。得られた結果は以下の

通りである。

　1.　骨量は加齢とともに減少し，同じ年齢層でも閉経者の方がさらに低い平均骨量を示してい

た。年齢と骨量の相関は，閉経前女性で－0.25（p＜0.001）と閉経後女性で－0.44（p＜0.001）

であった。

　2.　肥満度（BMI）と骨量の相関係数は，閉経前女性と閉経後女性において有意な正の相関を

認めていた。

　3.　閉経前女性において低骨量と有意に関連していた項目は，年齢，低いBMI，「中学時代ス

ポーツクラブに所属しない」，「定期的なスポーツをほとんどしない」，「日常生活はほとんど動か

ない」，「関節痛あり」，「現存歯数10本以下」，「乳製品を毎日摂取しない」であった。

　4.　閉経後女性において低骨量と有意に関連していた項目は，年齢，低いBMI，「中学時代ス

ポーツクラブに所属しない」，「骨折歴あり」，「閉経後年数が長いこと」であった。

　本研究で得られた低骨量と関連していた要因は，将来の骨折のリスクをあげる危険因子であ

り，また，骨量の低下を示唆する重要な徴候の1つである。これらの要因は，積極的に保健指導

にとり入れ，骨量低下の一次予防，二次予防に活用すべきであろう。特に中学時代のスポーツク

ラブ参加は，閉経後の骨粗鬆症の予防のために薦められるかもしれない。
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